
高校生・教員による河川の指標生物調査2008－B 法調査の結果概要－

本研究会では、2008 年夏に、高校生物部部員ならびに生物科教員による河川の指標生物調査を実施した。調査

対象生物は、

(1) サワガニ (2) カゲロウ･カワゲラ類 (3) トビケラ類 (4) ヘビトンボ類 (5) カワニナ類

(6) ミズムシ (7) ヒル類 (8) サカマキガイ (9) イトミミズ類 (10) 赤いユスリカ類

の 10 種・生物群であり、各調査地点で数十分程度の生物採取を行って、確認の有無を調べた。また同時に、 
ａ．ＣＯＤ(化学的酸素要求量) ｂ．アンモニア態窒素 ｃ．リン酸態リン ｄ．亜硝酸態窒素

の４種の化学的水質についても、簡易水質検査を実施した。

その結果、府下の 16 校が調査に参加し、府下の河川 194 地点で合計 200 回の調査を行った。裏面にカラーで

示したアンケート法による調査のほかに、生物部員を中心とする高校生と生物科教員の有志で、2008 年夏に、環

境指標となる河川の生物と化学的水質の調査を行うことができた。

図－１には生物調査の結果としてサワガニの分布、図－２には化学的水質調査の結果としてアンモニア態窒素

濃度の分布、さらに図－３として生物調査の結果に基づく水質階級の分布を示した。また、下表には過去の調査

を含めた確認率の推移を示した。サワガニ・トビケラ類など比較的きれいな水にすむ生物は、北摂・南河内･泉州

地域などの上流部に多く、イトミミズ類や赤いユスリカ類など汚れた水にすむ生物は、大和川・大津川水系に多

かった。今回の調査では、2003 年以降の調査で見られたヘビトンボ類の減少傾向は続いていること、かなり汚れ

た水の指標となるサカマキガイが少なくなったことが目立った。化学的水質では、きわめて汚れた地点を示す地

点がなくなり、下水道の普及などで水質の改善が見られた河川もあった。全体的に見て、北摂地域の河川の水質

が比較的良好で、大和川やそれに流入する西除川・堺市の大津川水系などで水の汚れが感じられる結果となった。

調 査 年 度 1988・89 1994 1995 1996 1998 1999 2003 2004 2008
サ ワ ガ ニ ３３ ３５ ３４ ３９ ３３ ３５ ３０ ３１ ２９

カゲロウ・カワゲラ類 － ６３ ６２ ６８ ６８ ７２ ５６ ５２ ５７

ト ビ ケ ラ 類 － ４９ ４７ ５７ ６０ ５７ ５０ ４９ ５６

ヘ ビ ト ン ボ 類 ３９ ３６ ３０ ３８ ２３ ２５ ６ １０ １６

カ ワ ニ ナ 類 ４７ ４３ ４０ ４２ ４７ ３２ ３２ ２９ ４５

ミ ズ ム シ ４３ ２３ ２４ １８ ２０ ２２ ２８ １５ １９

ヒ ル 類 ５３ ３２ ３５ ３２ ２８ ３０ ３７ ３０ ４０

サ カ マ キ ガ イ － ２８ ２１ ２７ １５ １３ １５ １７ １２

イ ト ミ ミ ズ 類 ４７ ３０ ２２ ２４ ２７ ２１ ３７ ３３ ３０

赤 い ユ ス リ カ 類 ３６ ２３ ２１ ２９ ３１ ３３ ２２ ２４ ２７

表 調査年度ごとの各生物・生物群の確認率の推移（％） －はその年度に調査しなかったことを示す
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